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台湾における英文ジャーナル論文中心主義の興隆と
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Social Science Citation Index ）
対象ジャーナル等の格付け 高い雑誌に掲載された論文に限られること、こ 条件を満たさない場合には、最悪、解雇 ることもあり得るが、他方で 超過達成した場合には 昇給などのインセンティブが与えられることなどを指摘している（参考文献①） 。この当時は、少なくとも社会科学の分野においてこのようなシステムを採るところ 中央研究院以外にはほとんどなかった。しかしその後、グローバル化の潮流や学術研究の促進を目的として うた方向性を提唱す 声が強まっ（参考文献②） 。
　
二〇〇三年一〇月二〇日に、教
育部は、台湾の各大学のＳＣＩ（Science Citation Index ） 、ＳＳＣ
Ｉ、ＥＩ（
Engineering Index ）に
よる論文総数のランキングを公表した。その際、英語での成果発表が定着している理工系の業績をＳＣＩとＥＩの 数で評価するとともに、社会科学分野についてもＳＳＣＩの対象ジャーナルの掲載論文数のみで評価した結果を発表したため、文系 学部の評価は軒並み低いもの なり 特に文科系や社会科学系のトップ大 の一つである政治大学は 業績数が少ないという批判にさらされ、大きなダメージを受けた。 界では、使用言語をめぐ 状況が大きく異る理工系と社会科学系を同一指標で単純に評価することに対 て、批判の声があがった。政治大学の関係者が、デモまで行って教育部へ抗議をする騒ぎとなり、 の件は台湾の学界に大きな衝撃を与えた（参考文献③） 。　
結果的に、教育部は、理工系と
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よって格が決まるというＳＳＣＩの格付け原理を使って、台湾内学術研究誌の 付けを行う。台湾の内閣に所属する「国家科学委員会」 （ 「国科会」と略称）は社会科学研究センター（社科中心）に委託し、一九九九年 ＴＳＳＣＩデーターベースの構築を始め、二〇〇二年に初期的な結果を公表した。これは、台湾国内における会科学関連文献の影響力と研究者の研究業績の指標として使われている。　
国科会は人文社会科学を、人類
学、社会学、教育 、心理学、法学、政治学、経済学、経営学、地域研究と地理学 九分野に分けている。日本経営関連学 協議会ＳＳＣＩ問題委員会の嘱託で、筆者と張書文氏が行った調査 （未公表）によれば、 二〇〇九年一二月現在、経営学関連の分野で、台湾で発行されている論文誌は約八六種あ
る。その中でＴＳＳＣＩ文献に認定された論文誌は一四種類であり、全体の一六 ・ 三％を占めている。　
大学等が研究者の業績を評価す
るにあたり、ＴＳＳＣＩジャーナルへの掲載論文の格を ＳＣＩジャーナル掲載論文に対してどのように位置付けているかは様々であり、その運用は評価する組織が決めているようである。 要するに、米国の単一基準だけによらず、台湾で分野や組織が重要と考えるならば、その研究は一定程度、評価されるわけである。こうした取り組みによって、ジャーナルの統合や廃止の動きが起こった ローカルな産業や社会に関する研（ 「本土研究」 ）が維持されたりしている。　
ＴＳＳＣＩのデーターベース









は、約七割の研究者が毎年プロジェクトの申請書を提出している。そのうち、五割弱 通過するそうである。その審査は二人のレフェリーによって行われ、過去五年間の研究業績とプロジェクトの内容を中心として点数が決められる。二〇〇〇年ま はレフェリーによる評価が であったが、二〇〇〇年以降は審査にあたっての評価ルールが設けられるようになり、特に二 〇五年以降は、ＩＳＩのインパクトファクター、ＴＳ
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日本留学組 57 39 0.23
非日本留学組 589 671 0.38














ISI impact factor 0.6-1未満 5
ISI impact factor 0.4-0.6未満 4
ISI impact factor 0.2-0.4未満 3









































中心主義の是正の試 の意味と限界である。ＴＳＳＣＩが出来てから一〇年間が経過した。高水準の中国語の学術誌を維持することが出来るようになった点では大きな意味があったが、本稿で明らかにされたように、科研資金の獲得や教員のキャリア形成上 ＴＳＳＣＩが重視されてい とは思われない。それはこういった試み 英文論文中心主義そのものを是正するというよりも、英文論文中心主義という事実とその仕組みを前提にしながら、それによって生じる問題を少なくしよう するものだからであろう。より広範なかたちでの是正の取り組みが必要である。　
第二に、日本のあり方である。
























計說明」 、 高教簡訊、 第一五二期、二〇〇三年一一月 日。
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